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Ａ．研究目的 

我が国のヘルスプロモーション施策である健康日本

21第2次に示された今後の方針の第一に健康寿命の

延伸が挙げられている。そのため健康長寿の要因解

明が必要である。そこで我々は一般住民の高齢者を

対象に長期縦断疫学研究(SONIC: Septuagenarians, 
Octogenarians, Nonagenarians Investigation with 

Centenarians を2010年より開始した。本研究では

70(±1)歳、80(±1)歳、90(±1)歳、100歳以上を対

象に、各年代を3年ごとの追跡調査を行い、医学、歯

学、心理・社会的側面を調査し、高齢者を多面的に

調べ健康長寿の要因を明らかにする研究である。本

SONIC 研究は最初の登録が完了し、3年後の追跡（第

二波調査）が平成27年度で終了した。今回は健康寿

命を最も脅かすと考えられる認知機能低下に着目し、

認知機能低下に関連が深いと考えられている高血圧

や糖尿病などの生活習慣病が、3年後の認知機能低下

に及ぼす影響を70(±1)歳の前期高齢者群を対象に

検討した。なお本70(±1)歳の対象者は先に行った

我々の解析において収縮期血圧(SBP)が軽度認知機

能障害まで反映するとされる MOCA-J に対して有意

な関連性、つまり SBP 高値では MOCA-J が低下する関

連性が認められた年齢群である(文献1)。 

Ｂ．研究方法 

本年度は第一波調査に参加した70(±1)歳すべての

対象者(1000名)に追跡調査参加の連絡をし、3年後の

会場での追跡調査に参加した対象者（632人）におけ

る3年後の MOCA-J データに及ぼす影響因子を第一波

調査時の生活習慣病、特に認知症に影響するとされ

る高血圧と糖尿病に注目し関連を解析した。以下に

具体的な分析手順を示す。 

1. ベースラインと3年後追跡時の特性を比較 

収縮期血圧、拡張期血圧、脈圧、高血圧・糖尿病・

脂質異常症の割合、認知機能など 

2. ベースラインの高血圧・糖尿病・血圧レベル・

降圧薬内服別に3年後追跡時の認知機能を比較 

3. 3年後追跡時の認知機能低下に対する危険因子を

検討 

3年後追跡時の MoCA-J 合計点を従属変数とし、ベ

ースラインの高血圧・糖尿病などを独立変数とし

た重回帰分析を行う 

≪統計学的解析≫ ※統計ソフトは、SPSS ver.22.0 

for windows8.1、有意水準は0.05未満とした。 

ベースラインと追跡時の調査には、対応あるｔ検定、

厚生労働科学研究委託費（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 
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研究要旨：高齢者長期縦断疫学研究であるSONIC研究の70(±1)歳 対象者で3年後に追跡調
査を行えた対象者の認知機能と生活習慣病の関連性を解析した。これまでの断面解析で関
連を認めていた収縮期血圧値とMOCA-Jで評価した認知機能との有意な関連性は、3年後のM
OCA点数で検討した場合、高血圧単独では明らかな関連性を認めなかったものの、高血圧
と糖尿病を合併した場合に両方を有さない対象に比較して3年後のMOCA-J得点が有意に低
いことが明らかとなった。本知見は生活習慣病と認知機能障害との密接な関係を縦断デー
タで裏付けた大変意義深い研究成果である。 
  



マクネマー検定、3群以上の平均値の比較には共分散

分析、認知機能を従属変数とした重回帰分析を行っ

た。 

（倫理面への配慮） 

本SONIC研究の医学調査は、大阪大学全学倫理

審査委員会、東京都健康長寿医療センター倫理

審査委員会の承認を受けており、対象者から書

面による同意を得て行っている。 

 

Ｃ．研究結果 

表 1 に示した通り、高血圧、脂質異常症の割合は 3

年後有意に増加した。MOCA-J 得点は明らかな変化を

認めなかった。 

図 1に示した通り、高血圧や糖尿病を有する対象者

では有しない対象者より有意に MOCA-J 得点が低く、

両方有しない対象者の MOCA-J 点数が最も高く、両方

有する場合は最も低いことが明らかとなった。なお

脂質異常症と認知機能低下には有意な関連を認めな

かった。さらに表 2に示した通り重回帰分析を行う

と、高血圧、糖尿病、それらの合併は 3年後の認知

機能低下に対する独立した有意な関連要因であるこ

とが示された。 

 

Ｄ．考察 

本研究結果より 70 歳程度の前期高齢者では高血圧、

糖尿病、その合併は 3年後の認知機能低下のリスク

となることが明らかとなった。今後はそれぞれの管

理状態やさらに血圧や血糖・HbA1c の管理下限値な

どと認知機能の関連性を明らかにし、それぞれの疾

患治療ガイドラインなどの参考になるエビデンスに

つながる解析が望まれる。 

 

Ｅ．結論 

70 歳程度の前期高齢者では高血圧、糖尿病、その合

併は 3年後の認知機能低下のリスクとなることが明

らかとなった。 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
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表1. 各種パラメータの変化（３年後） 

 

 
Paired t-test and McNemar test were used. 

*p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001 



表2. 3年後の MOCA-J 点数に対する関連因子 

   重回帰分析 

 
 

 

*p<0.05 



図１．高血圧・糖尿病の有無と3年後の認知機能 

 
 


